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研
究
を
進
め
る
際
に
は
、
深
沢
秋
男
先
生
に
そ
の
資
料
の

翻
刻
を
『
近
世
初
期
文
芸
』
に
掲
載
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
ら
れ
た
。
こ
の
翻
刻
を
公
開
す
る
と
い
う
精
神
的
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
こ
そ
が
上
達
す
る
た
め
の
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
翻
刻
作
成
の
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も

あ
っ
た
。
特
に
、
日
本
人
学
習
者
の
た
め
の
暗
記
を
重
視

す
る
経
験
主
義
的
な
勉
強
方
法
が
外
国
人
で
あ
る
私
に
は

そ
れ
ほ
ど
効
果
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
、
翻
刻
の
規
則

が
定
ま
っ
て
い
な
い
な
か
で
翻
刻
を
作
成
す
る
こ
と
が
最

大
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
、
い
ま
我
々

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」

に
直
結
す
る
課
題
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
近
世
文
学
の
研

究
を
希
望
す
る
次
世
代
の
学
生
に
は
同
じ
苦
労
を
さ
せ
た

「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」教
育

ラ
ウ
ラ・モ
レッ
ティ

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
東
ア
ジ

ア
・
中
東
学
科
准
教
授
。
専
門
は

日
本
近
世
文
学
、
特
に
仮
名
草
子
、

草
双
紙
、
小
番
付
を
研
究
す
る
。

を
本
楽
む

近
年
、
近
世
期
の
日
本
を
研
究
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
と
し
て「
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
教
鞭
を
と
る
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
く
ず
し
字
・
変
体
仮
名
に
と
ど
ま
ら
ず
、

近
世
書
物
の
書
体
・
文
体
・
媒
体
を
効
果
的
に
教
え
る
方
法
を
考
案
し
た
。

同
学
に
お
け
る
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
の
営
み
を
紹
介
し
、

海
外
に
お
い
て「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
学
ぶ
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
。

海
外
に
お
い
て
古
典
日
本
語
・
古
典
籍
を
学
ぶ
こ
と

は
、
程
度
の
違
い
は
あ
れ
、
今
も
昔
も
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

筆
者
の
世
代
が
日
本
以
外
で
変
体
仮
名
・
く
ず
し
字
を
学

ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

文
学
の
カ
ノ
ン
を
超
え
た
研
究
を
目
指
す
場
合
、
草
書
体

で
書
か
れ
た
未
翻
刻
の
書
籍
を
読
む
必
要
が
あ
り
、
日
本

留
学
中
に
そ
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
唯
一
の
方
法
で
あ
っ

た
。
私
の
場
合
は
、
東
京
大
学
の
多
く
の
先
生
方
の
ご
指

導
の
も
と
、
学
部
お
よ
び
大
学
院
の
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
こ

と
で
変
体
仮
名
・
く
ず
し
字
を
勉
強
す
る
機
会
を
得
た
。

ま
た
、
自
分
の
専
門
分
野
で
あ
る
仮
名
草
子
の
研
究
を
進

め
る
に
当
り
、
数
多
く
の
未
翻
刻
作
品
を
短
期
間
で
読
む

必
要
に
迫
ら
れ
、
貞
享
二
年
刊
『
竹
斎
療
治
之
評
判
』
の

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
イ
マ
ヌエ
ル・カ
レッ
ジ
の
試
み
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（
日
本
語

訳
は
「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー

ル
」）
を
毎
年
八
月
の
第
一
週
目
と
第
二
週
目
に
イ
マ
ヌ

エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
（Em

m
anuel C

ollege

）
に
於
い
て
開
催

し
て
い
る
［
図
版
①
］。
こ
こ
で
い
う
英
文
の
「G

raduate

」

は
大
学
院
生
・
研
究
者
・
美
術
館
の
キ
ュ
レ
タ
ー
・
司
書

を
主
に
対
象
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
毎
年
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
日
本
な

ど
世
界
中
か
ら
の
応
募
者
が
三
十
名
を
超
え
、
そ
の
中
か

ら
の
二
十
名
の
参
加
者
を
そ
の
専
門
分
野
を
基
準
に
選
ん

で
い
る
。
な
お
、「Palaeography

」
と
い
う
言
葉
は
、
一

般
に
は
「
古
文
書
学
」
と
訳
す
が
、
こ
こ
で
は
以
下
に
定

義
す
る
「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
相
当
す
る
語
彙

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
は
上
述
し
た
よ
う
な
広
い
意

味
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
欧
米
で
は
「
変
体
仮

名
・
く
ず
し
字
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
形
の
、
狭
い

意
味
で
捉
え
た
「
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
教
育
を
意
味
す

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、
日
本
か

ら
研
究
者
を
招
き
、
二
〜
三
日
程
度
の
短
い
期
間
で
日
本

人
対
象
の
教
育
方
法
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の

サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
は
そ
れ
と
異
な
る
方
法
を
試
み
て
い

る
。
な
お
、
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
長

年
一
緒
に
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
二
松
學
舍
大
学

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
特
命
教
授
山
邊
進
先
生
と
と

も
に
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

く
な
い
と
の
思
い
が
芽
生
え
、
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経

な
が
ら
も
こ
こ
で
紹
介
す
る
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
へ
と
繋

が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
野
三
敏
氏
に
よ
っ
て
最
初
に
唱
え
ら
れ
た
「
和
本

リ
テ
ラ
シ
ー
」（「
和
本
教
室
（
2
）
変
体
仮
名
の
す
す
め
」、

『
図
書
』
七
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
現
在
、
以
下
の

よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
江
戸
時
代
末
ま
で
に
書
写

も
し
く
は
刊
行
さ
れ
た
古
典
籍
（
和
本
）
を
ど
う
読
み
、

理
解
し
、
そ
し
て
活
用
し
て
い
く
か
と
い
っ
た
、
日
本
古

典
籍
に
関
わ
る
総
合
的
な
能
力
を
指
す
も
の
で
す
。
と
同

時
に
、
狭
い
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
く
ず
し
字
」（
変

体
仮
名
）
の
読
解
能
力
を
指
し
ま
す
」（
日
本
近
世
文
学
会

の
広
報
企
画
委
員
会
に
よ
る
定
義
）。

現
在
、
日
本
国
内
に
限
ら
ず
世
界
中
の
江
戸
時
代
の

研
究
者
が
「
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
大
切
さ
を
認
め
、
そ

の
教
育
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
の
原

本
が
判
読
で
き
な
い
限
り
、
結
局
は
翻
字
さ
れ
た
資
料
の

み
を
読
む
だ
け
と
な
り
、
当
時
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
極
一

部
に
し
か
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
近
世
の
文
学
・
思
想
・
歴

史
な
ど
と
い
っ
た
分
野
の
研
究
へ
の
知
的
な
貢
献
も
限
ら

れ
て
く
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
近
世
研
究

の
新
し
い
世
代
に
と
っ
て
は
「
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
不

可
欠
な
技
能
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
で
は
最
先
端
の
「
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
教
育
を
目
指

し
て
、
二
松
學
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
と

の
共
催
に
よ
り
、
二
〇
一
四
年
よ
りG

raduate Sum
m

er 
﹇
図
版
①
﹈…
二
〇
一
六
年
の
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
授
業
風
景
。

本
稿
で
は
こ
の
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
意
義
、
お
よ

び
そ
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
は

江
戸
時
代
の
テ
キ
ス
ト
を
読
む
際
、
書
体
（
特
に
草
書

体
の
く
ず
し
字
・
変
体
仮
名
）
の
判
読
が
大
切
で
は
あ
る

lm571@cam.ac.uk
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き
を
十
分
に
把
握
し
な
い
と
、
文
章
そ
の
も
の
理
解
に
も

影
響
さ
れ
か
ね
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
書
誌
学
を
学

ぶ
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
我
々
が
言
う
「
和

本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
は
書
体
・
文
体
・
媒
体
を
総
合
的

に
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ

シ
ー
」
と
定
義
す
る
所
以
で
あ
る
。

教
育
方
針
の
柱

本
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
は
七
十
二
時
間
の
教
育
を
提

供
し
、
和
文
体
（
草
書
）、
漢
文
お
よ
び
漢
文
訓
読
体

（
楷
書
）、
候
文
体
（
草
書
）
の
三
文
体
に
等
分
し
て
い
る
。

こ
の
三
つ
の
文
体
を
こ
の
よ
う
に
一
度
に
取
り
上
げ
る
こ

と
が
可
能
な
の
は
、
各
々
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
い
る

研
究
者
チ
ー
ム
の
存
在
に
よ
る
。

漢
文
お
よ
び
漢
文
訓
読
体
（
楷
書
）
の
担
当
者
で
あ
る

山
邊
進
先
生
は
、
二
松
學
舍
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」
お

よ
び
そ
の
継
続
事
業
で
あ
る
同
大
学
の
日
本
漢
文
教
育
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
於
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
海
外
の
大
学

院
生
を
対
象
と
し
た
漢
文
訓
読
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
人
対
象
の
従
来
の
教
育
法
と
は
異
な
っ

た
外
国
人
に
馴
染
み
や
す
い
教
え
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い

る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
。

草
書
で
書
か
れ
た
和
文
体
の
担
当
者
は
筆
者
で
あ
る
。

草
書
の
候
文
体
の
場
合
に
は
、
歴
史
家
若
し
く
は
言
語
学

者
を
お
招
き
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
二
〇
一

五
年
の
候
文
の
担
当
者
は
ア
メ
リ
カ
のN

orthw
estern

大

学
教
授Am

y Beth Stanley

先
生
に
お
願
い
し
た
。
な
お
、

経
済
的
な
余
裕
が
な
い
場
合
、
筆
者
が
候
文
体
の
担
当
者

に
も
な
る
。

な
お
、
草
書
の
和
文
体
と
候
文
体
を
教
え
る
こ
と
に

あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
資
料
の
選
び
方
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
一

つ
の
資
料
の
み
を
選
択
し
、
そ
の
資
料
を
出
来
る
か
ぎ
り

読
み
通
す
と
い
う
方
法
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
か
と
思
う
。

こ
の
方
法
の
利
点
は
学
習
者
に
一
つ
の
本
文
を
読
み
切
る

と
い
う
満
足
感
を
与
え
る
こ
と
と
、
そ
の
資
料
に
使
わ
れ

て
い
る
書
体
に
馴
染
む
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
そ
の
反
面
、
時
代
に
よ
っ
て
且
つ
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ

て
書
体
が
大
き
く
変
っ
て
い
く
と
い
う
重
要
な
点
を
見
落

と
す
危
険
性
を
伴
う
方
法
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
サ

マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
は
複
数
の
資
料
の
選
択
と
そ
の
資
料

の
多
様
性
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。
よ
り
詳
し
く
言
う
と
、

江
戸
時
代
の
版
本
の
書
体
を
も
と
に
、
そ
の
無
数
の
版
本

の
中
か
ら
時
期
（
初
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
）
と
そ
の

時
期
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
を
（
網
羅
的
に
は

な
ら
な
い
が
）
可
能
な
限
り
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
と
い
う

形
で
資
料
を
選
ん
で
い
る
。
写
本
に
見
ら
れ
る
個
人
の
書

体
の
癖
は
勿
論
、
版
本
の
場
合
に
も
時
代
若
し
く
は
ジ
ャ

ン
ル
に
よ
っ
て
書
体
が
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書

体
を
確
認
し
、
そ
の
書
体
の
表
記
に
つ
い
て
論
じ
る
事
は

palaeography

と
い
う
学
問
の
一
つ
の
目
的
で
も
あ
る
。
本

が
、
そ
れ
で
全
て
だ
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
近
世

の
版
本
・
写
本
・
古
文
書
を
解
読
す
る
に
当
た
っ
て
、
文

体
も
当
然
な
が
ら
そ
れ
に
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
文
体
と
は
、
漢
文
体
・
漢
文
訓
読
体
・
候
文

体
な
ど
を
含
み
、
そ
れ
ら
は
解
読
に
お
い
て
決
し
て
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
書
体
の
判
読
が
で
き

て
も
、
対
象
の
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
文
体
の
知
識
が
な

い
限
り
、
そ
の
文
章
の
内
容
理
解
は
不
可
能
の
ま
ま
で
あ

る
。
和
文
と
漢
文
（
漢
文
訓
読
）
は
長
い
間
別
の
分
野
の

こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
近
世
の
文

化
・
歴
史
・
文
学
な
ど
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
、
両
者

は
不
可
欠
か
つ
不
可
分
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
変
体

漢
文
体
で
あ
る
候
文
は
江
戸
時
代
の
共
通
の
書
き
言
葉
の

一
つ
で
あ
り
、
候
文
で
書
か
れ
て
い
る
資
料
は
歴
史
家
が

扱
っ
て
い
る
古
文
書
に
限
ら
ず
、
版
本
に
お
い
て
も
板
元

の
広
告
を
初
め
様
々
な
資
料
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
体
で

あ
る
。
候
文
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
近
世
の
書
物
や
文
化

を
研
究
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

書
体
と
共
に
文
体
も
学
び
、
そ
の
対
象
は
和
文
・
漢

文
訓
読
・
候
文
な
ど
、
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
す
べ
て
の

文
体
を
含
む
と
い
う
こ
と
が
我
ら
の
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
全
て

の
文
章
は
あ
る
媒
体
に
よ
っ
て
伝
わ
る
と
い
う
事
実
が
あ

る
。
文
章
は
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、「
モ
ノ
」
で
も

あ
る
。
そ
の
媒
体
（
モ
ノ
と
し
て
の
文
章
）
は
版
本
で
あ

ろ
う
が
、
写
本
で
あ
ろ
う
が
、
巻
物
・
画
帖
・
袋
綴
じ
な

ど
の
色
々
な
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
形
態
独
自
の
働
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サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
は
こ
の
よ
う
な
研
究
の
可
能
性
を

実
感
し
、
そ
れ
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
提
供
す

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
習
者
に
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
切
る
満

﹇
図
版
②
﹈
…
和
泉
屋
金
右
衛
門
板『
登
註
／
御
成
敗
式
目
』（
高

井
蘭
山
講
釈
）（
英
国
於　

鈴
蘭
文
庫
蔵
）。
二
〇
一
六
年
の
サ

マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
資
料
の
一
つ
。

First week 9.00-10.30 11.00-12.30 13.30-15.00 15.30-17.00 

Mon 1 Aug Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Introduction to the basics 
絵本筆津花 and 彼岸桜勝花談義（寛政
十一年） 
Interactive lecture (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Introduction to the basics 
彼岸桜勝花談義（寛政十一年） 
Interactive lecture (LM) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Introduction to Edo-period terakoya 
Introduction to the basics 
漢文訓読の基礎 
Interactive lecture (YS) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Introduction to the basics 
点例（貝原益軒） 
Interactive lecture (YS) 

17.00-18.00 Keynote lecture Prof Mickey Adolphson 

Tue 2 Aug Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
Introduction to the basics 
町人書状鏡〔往来物・手形証文〕（ふ

りがな付） 
Interactive lecture (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
Introduction to the basics 
今様百人一首吾妻錦〔往来物・手形証

文〕（ふりがな付）女性向け 
Interactive lecture (LM) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Introduction to the basics 
点例（貝原益軒） 
Interactive lecture (YS) 
 

Kanbun/kanbun kundoku 
Introduction to the basics 
点例（貝原益軒） 
Group work (YS) 
 

Wed 3 Aug Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
実語教諺解（寛文九年成立） 
Interactive lecture (YS) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
実語教諺解（寛文九年成立） 
Interactive lecture  and individual work (YS & LM) 
 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from 
実語教諺解（寛文九年成立） 
Interactive lecture  and individual work (YS & 
LM) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from 
実語教諺解（寛文九年成立） 
Interactive lecture  and individual work (YS & LM) 

Thu 4 Aug Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
実語教諺解（寛文九年成立） 
Interactive lecture (YS) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from 
実語教諺解（寛文九年成立） 
Interactive lecture  and individual work (YS & LM) 
 

Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
蒙求（岡白駒箋註） 
Interactive lecture (YS) 

Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
一星文庫の文書（写） 
拾玉用文宝箱〔往来物・手形証文〕

（ふりがな付・参考） 
Interactive lecture (LM) 

Fri 5 Aug Special-purpose workshop (YA) 
Writing sōsho to better understand how to read cursive 

Special-purpose workshop (YA) 
Writing sōsho to better understand how to read cursive 

Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
蒙求（岡白駒箋註） 
Interactive lecture (YS) 

Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
手引の松〔往来物・手形証文〕（ふ

りがな無）女性向け 
Interactive lecture (LM) 

17.00-18.00 Keynote lecture Dr Ellis Tinios followed by formal dinner at Emmanuel College 

Sat6 Aug Special-purpose workshop (YA) 
Writing sōsho to better understand how to read cursive 

Special-purpose workshop (YA & LM) 
Writing sōsho to better understand how to read cursive 

Special-purpose workshop (YA) 
Writing sōsho to better understand how to read 
cursive 

Special-purpose workshop (YA & LM) 
Writing sōsho to better understand how to read 
cursive 

﹇
図
版
③
﹈…
二
〇
一
六
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。（
Ｌ
Ｍ
）
は
筆
者
、（
Ｙ
Ｓ
）
は
山
邉
進
先
生
、（
Ｙ
Ａ
）
は
惠
杏
壽
昌
鶴
先
生
を
示
す
。

Second week 9.00-10.30 11.00-12.30 13.30-15.00 15.30-17.00 

Mon 8 Aug Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
千字文 
Interactive lecture (YS) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
千字文 
Interactive lecture (YS) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from  
本朝千字文（分海堂板） 
Individual work (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from  
本朝千字文（分海堂板） 
Individual work (LM) 

Tue 9 Aug Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
女論語（伝宋尚宮撰） 
Interactive lecture (YS) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
女論語（伝宋尚宮撰） 
Interactive lecture (YS) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from  
女論語（近世中期） 
Interactive lecture (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from  
女論語（近世中期） 

Interactive lecture (LM) 

Wed 10 Aug Kanbun/kanbun kundoku 
御成敗式目（和泉屋金右衛

門） 
Interactive lecture (YS&LM) 

Kanbun/kanbun kundoku 
御成敗式目（和泉屋金右衛門） 
Interactive lecture (YS&LM) 
 

Hands-on session at the special collection of Edo-period printed materials in the Cambridge University Library 
 

Thu 11 Aug 
 

Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
懐徳堂の定書（写） 
Individual work (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
寺子教訓之書（写） 
Individual work (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
文吉行作日記帳（写） 
Individual work (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (sōrōbun) 
文吉行作日記帳（写） 
Individual work (LM) 

Fri 12 Aug  Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
論語示蒙句解（中村惕斎） 
Interactive lecture (YS) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
論語示蒙句解（中村惕斎） 
Interactive lecture (YS) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from 
女五経（延宝三年成立） 
Interactive lecture (LM) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Extracts from 
女五経（延宝三年成立） 
Interactive lecture (LM) 

Sat 13 Aug Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
論語示蒙句解（中村惕斎） 
Interactive lecture (YS) 

Kanbun/kanbun kundoku 
Extracts from 
論語示蒙句解（中村惕斎） 
Interactive lecture (YS) 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Game using  
文学万代の宝（錦絵） 
 

Hentaigana/kuzushiji (wabun) 
Game using  
文学万代の宝（錦絵） 

 

Teaching staff: 
LM Laura Moretti 
YS Yamabe Susumu (山邊進) 
YA Yukiko Ayres (惠杏壽昌鶴) 

足
感
を
与
え
る
た
め
に
、
江
戸
時
代
に
多
く
刊
行
さ
れ
た

短
編
集
の
中
か
ら
一
丁
・
二
丁
程
度
の
短
い
文
章
を
選

び
、
そ
の
内
容
も
物
語
と
と
も
に
非
物
語
的
な
素
材
も
読

ま
せ
て
い
る
。
な
お
、
継
続
的
に
参
加
す
る
学
習
者
も
い

る
の
で
、
毎
年
異
な
る
資
料
を
選
で
い
る
。
そ
の
た
め
昨

年
以
来
、
江
戸
文
学
・
文
化
の
中
か
ら
の
一
つ
の
テ
ー
マ

に
絞
っ
て
、
資
料
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
二
〇
一
五
年
の

テ
ー
マ
は
吉
原
と
そ
の
文
化
で
あ
り
、
二
〇
一
六
年
は
近

世
の
庶
民
教
育
で
あ
る
［
図
版
③
］。

続
い
て
、
変
体
仮
名
・
く
ず
し
字
を
覚
え
る
た
め
の
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﹇
図
版
④
﹈
…「
辺
」を
も
と
に
し
た「
へ
」と
い
う
変
体
仮
名
と

そ
の
連
想
画
像
。

工
夫
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
い
ま
ま
で
受
け
て
き
た
教

育
の
場
で
「
暗
記
」
と
い
う
行
為
自
体
の
経
験
が
少
な
い

欧
米
人
を
相
手
に
教
え
る
際
、
た
だ
単
に
字
を
よ
く
見
て
、

そ
の
字
の
形
を
暗
記
す
る
だ
け
の
方
法
で
は
効
果
は
期
待

で
き
な
い
。
字
母
の
説
明
を
加
え
る
と
、
そ
の
字
の
形
の

起
源
が
明
確
に
な
り
、
理
屈
上
で
の
文
字
理
解
は
深
ま
る

が
、
字
の
形
そ
の
も
の
を
覚
え
る
に
は
そ
れ
ほ
ど
役
に
立

た
な
い
。

そ
こ
で
、
次
の
二
つ
の
方
法
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

学
習
者
の
反
応
に
基
づ
い
て
考
え
た
方
法
と
し
て
、
仮

名
・
漢
字
の
形
を
印
象
に
残
り
や
す
い
、
馴
染
み
の
あ

る
画
像
に
連
想
さ
せ
、
関
連
づ
け
る
と
い
う
方
法
で
あ

る
。
例
え
ば
、
変
体
仮
名
入
門
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
扱
う

延
享
三
年
刊
『
絵
本
筆
津
花
』（
英
国
個
人
蔵
）
を
読
む

際
、
初
心
者
に
は
「
辺
」
を
も
と
に
し
た
「
へ
」
は
見
た

こ
と
の
な
い
字
形
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
意
外
な
類
似
に
気

付
い
て
も
ら
う
。
こ
の
「
へ
」
は
座
っ
て
い
る
ラ
ク
ダ
に

そ
っ
く
り
だ
［
図
版
④
］。
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
よ
う
な
気
分

の
学
習
者
は
、
そ
の
瞬
間
か
ら
こ
の
変
体
仮
名
を
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
。
ま
た
、「
耳
」
か
ら
く
る
「
に
」
は
ミ
ー

ア
キ
ャ
ッ
ト
の
姿
に
類
似
す
る
と
か
、「
本
」
か
ら
く
る

「
ほ
」
は
立
っ
て
い
る
可
愛
ら
し
い
リ
ス
に
似
て
い
る
と

か
と
い
っ
た
類
似
を
指
摘
す
る
。
教
え
れ
ば
教
え
る
ほ
ど
、

こ
の
よ
う
な
「
連
想
画
像
」
の
可
能
性
が
生
ま
れ
、
学
習

者
自
身
も
色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
く
る
。
冗
談
の

よ
う
だ
が
、
い
ま
ま
で
利
用
し
た
方
法
の
中
で
こ
れ
こ
そ

が
（
特
に
欧
米
人
に
と
っ
て
）
一
番
効
果
的
な
方
法
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
る
。「
暗
記
」
と
い
う
消
極
的
な
行
為

を
「
連
想
」
と
い
う
積
極
的
な
行
為
に
換
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
変
体
仮
名
の
判
読
が
よ
り
簡
単
に
な
る
。

次
に
、
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
仮
名
を
専
門
と
す
る
書
道

家
惠
杏
壽
昌
鶴
（
エ
ア
ー
ズ
由
希
子
）
先
生
と
の
出
会
い

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
方
法
を
紹
介
す
る
。
昌
鶴
先
生
の
力

を
借
り
て
、
二
〇
一
五
年
よ
り
「
寺
子
屋
式
お
稽
古
」
と

い
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の

一
般
人
と
同
じ
よ
う
に
、
草
書
体
の
字
を
読
む
だ
け
で
は

な
く
、
書
く
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
字
母
か
ら
崩
さ
れ
、

仮
名
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
形
を
実
際
に
書
き

な
が
ら
覚
え
る
と
い
う
意
図
に
も
と
づ
く
。
こ
の
「
寺
子

屋
式
お
稽
古
」
で
は
、
ま
ず
、「
い
ろ
は
」
の
順
番
に
仮

名
の
様
々
な
字
形
の
筆
の
動
き
を
見
せ
、
学
習
者
に
は
そ

れ
を
鉛
筆
で
書
く
練
習
を
さ
せ
る
。
続
い
て
、
い
ま
ま
で

読
ん
で
き
た
テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
学
習
者
に
と
っ
て
特

に
判
読
し
に
く
か
っ
た
つ
づ
け
字
を
筆
で
再
現
す
る
。
昌

鶴
先
生
の
筆
の
動
き
を
カ
メ
ラ
で
撮
り
［
図
版
⑤
］、
そ
れ
を

読
ん
で
き
た
テ
キ
ス
ト
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
『
彼

岸
桜
勝
花
談
義
』）
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
学
習
者
に
書

か
せ
る
。
前
述
の
変
体
仮
名
に
画
像
を
連
想
さ
せ
る
方
法

に
加
え
て
、
字
母
の
崩
れ
方
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
の
崩

さ
れ
た
字
を
自
分
で
書
い
て
覚
え
る
こ
と
は
、
外
国
人
に

と
っ
て
大
変
有
益
な
手
段
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
本
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
は
書
体
・
文
体

の
解
読
の
学
習
の
ほ
か
に
、
翻
刻
を
作
成
す
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
提
供
し
て
い
る
。
い
ま
ま
で
翻
刻
を
公
開
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す
る
外
国
人
が
意
外
と
少
な
く
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て

き
た
。
そ
も
そ
も
翻
刻
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
文
章
の
意
味
を
正
確
に
理
解
し
な
い
か
ぎ
り
、
実
現

困
難
な
作
業
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
変
体
仮
名
・
く
ず
し

字
の
教
育
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
草
書
体
の

文
章
を
正
し
く
判
読
す
る
に
は
、
そ
の
意
味
を
し
っ
か
り

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
よ
く
似
て
い
る
変
体
仮
名

が
数
多
く
存
在
す
る
中
で
、
形
の
認
識
だ
け
で
そ
の
文
字

を
解
読
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
る
」「
か
」・「
き
」

「
け
」「
れ
」・「
ち
」「
ら
」
な
ど
を
正
確
に
判
読
す
る
に

は
そ
の
文
章
の
文
脈
・
意
味
を
考
え
る
し
か
な
く
、
ま
た
、

そ
の
文
脈
・
意
味
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
翻
刻
作

成
ほ
ど
の
有
意
義
な
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本

サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
公
開
可
能
な
レ
ベ
ル
の
翻
刻

作
成
の
方
法
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
い
る
。

ま
た
、
媒
体
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
た
め
に
い
く
つ
か

の
活
動
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
授

業
に
於
い
て
は
、
可
能
な
限
り
英
国
の
個
人
所
蔵
の
和
本

を
用
い
て
い
る
。
原
本
を
手
に
触
れ
な
が
ら
そ
の
資
料
を

判
読
し
、
翻
刻
す
る
経
験
の
重
要
さ
を
実
感
す
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
の
古
書
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
見
学
し
、
近
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
閲
覧

し
な
が
ら
和
本
の
知
識
を
増
や
す
。
最
後
に
、「
モ
ノ
」
と

し
て
の
和
本
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
を
書
誌
学
の
専
門
家

で
あ
る
英
国
リ
ー
ズ
大
学
のEllis Tinios

先
生
に
お
願
い
し
、

毎
回
、
和
本
に
関
す
る
刺
激
的
な
話
を
伺
っ
て
い
る
。
な

お
、
毎
年
、
春
に
書
誌
学
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
刊
記
・
奥
付
け
の
読
み
方
、

書
誌
カ
ー
ド
の
取
り
方
な
ど
を
教
え
て
い
る
。

ま
と
め

今
後
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て

本
稿
で
は
「
総
合
的
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
目
指
す
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
サ
マ
ー
・

ス
ク
ー
ル
の
簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
最

後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

公
開
さ
れ
た
変
体
仮
名
の
ア
プ
リ
や
変
体
仮
名
・
く
ず

し
字
を
自
動
的
に
判
読
す
る
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
ソ
フ
ト
が
開
発
さ

れ
つ
つ
あ
る
こ
の
時
代
に
於
い
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ

グ
式
の
教
育
に
も
意
義
が
あ
る
こ
と
を
示
す
教
育
方
法
を

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
学
習
者
の
レ
ベ
ル
の
違

い
を
よ
り
う
ま
く
処
理
す
る
必
要
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
山
邊
先
生
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
初
級

漢
文
訓
読
と
初
級
変
体
仮
名
・
く
ず
し
字
の
オ
ン
ラ
イ

ン
・
コ
ー
ス
に
よ
る
学
習
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
た
め

に
準
備
を
進
め
、
一
部
分
、
公
開
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ー
ス
で
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
た
上
で
、

こ
の
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
よ
う
な
状
況
が
実

現
で
き
た
な
ら
ば
、
二
週
間
で
の
上
達
は
よ
り
一
層
大
き

な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
成
果
が
日
本
語

の
表
記
研
究
に
い
か
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、

我
々
は
こ
の
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
共
有
し
て
い
る
。

な
お
、
本
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
は
Ｈ
Ｐ
も
作
っ
て

あ
る
が
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

w
w

w.w
akancam

bridge.com

﹇
図
版
④
﹈
…
惠
杏
壽
昌
鶴
先
生
の
筆
の
動
き
方
を
見
な
が
ら

『
彼
岸
桜
勝
花
談
義
』に
出
て
く
る
つ
づ
け
字
を
再
確
認
す
る
。

lm571@cam.ac.uk
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